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■●炊き出し（象鼻会館）
婦人消防協力隊員を中心に、婦人会や地区の若い人た

ちが進んで炊き出しを手伝いました。「役に立てればうれ
しい」と浦子内町内会の人も協力してくれました。

■●避難所（象鼻会館）
江刈川から茶屋場、四日市の住民が社会体

育館と合わせ、108人避難。「まさか、こんな
ことが起きるなんて」と避難所では、水の恐
さを語り合っていました。「初めての経験で何
を持って避難すればいいのか迷った」「水害は
時間的に余裕があるけど、これが大地震だっ
たら」との声も…。避難所には、防災用毛布
が用意され、町の保健師が常駐して避難者の
体調管理に気を配りました。

茶
屋
場
自
治
会
（
吉
沢
賢
太
郎

会
長
、
二
百
二
十
八
世
帯
）
は
、

十
月
二
十
五
日
に
役
員
会
を
開

き
、
今
回
の
水
害
で
の
対
応
を
検

証
し
ま
し
た
。

地
区
民
一
人
が
水
害
に
関
連
し

て
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

特
に
避
難
所
の
管
理
な
ど
に
つ
い

て
活
発
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

▽
避
難
者
名
簿
を
作
成
し
て
も

出
入
り
を
規
制
し
て
い
な
い
た

め
、
そ
の
後
の
確
認
が
難
し
か
っ

た
と
の
反
省
か
ら
、
避
難
所
で
は

班
ご
と
に
座
り
、
出
入
り
す
る
と

き
に
は
声
を
掛
け
合
う
▽
高
齢
者

が
多
い
の
で
、
避
難
勧
告
は
早
い

ほ
う
が
よ
い
▽
同
じ
地
区
で
も
勧

告
の
出
て
な
い
区
域
は
、
災
害
の

あ
っ
た
こ
と
す
ら
知
ら
な
い
で
い

る
人
も
い
た
。
分
か
っ
て
い
れ
ば

協
力
で
き
た
と
い
う
人
も
多
い
こ

と
か
ら
、
情
報
の
収
集
だ
け
で
な

く
、
情
報
を
提
供
し
、
状
況
を
周

囲
に
知
ら
せ
る
こ
と
も
大
切
で
あ

る
▽
た
と
え
ば
、
炊
き
出
し
の
経
費

は
ど
う
な
る
の
か
な
ど
避
難
所
で

だ
れ
の
指
示
を
受
け
た
ら
い
い
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
責
任
者
を

決
め
る
な
ど
、
体
制
づ
く
り
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
│
│
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
防
災

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
な
い
状
況
な

が
ら
、
全
般
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
力
を
発
揮
し
合
え
た
の
で
は
な

い
か
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
元
町
川
の
改
修
工
事
の
遅

れ
も
根
本
的
な
災
害
の
要
因
と
の

声
も
あ
り
、
自
治
会
と
し
て
も
、
地

区
内
の
被
災
箇
所
の
状
況
を
把
握

し
な
が
ら
、
出
来
る
限
り
被
災
者
の

不
安
を
取
り
除
け
る
よ
う
町
な
ど

に
働
き
か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

出
席
し
た
役
員
二
十
五
人
は
、

今
回
の
経
験
を
生
か
す
た
め
に
、

自
治
会
と
し
て
今
あ
る
組
織
を
活

用
し
な
が
ら
、
防
災
対
策
を
進
め

て
い
く
こ
と
な
ど
を
確
認
し
合
い

ま
し
た
。

給
水
車
３
台
で
対
応

仮
復
旧
は
３
日
後
に

町
の
水
道
に
も
大
き
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
十
月
七
日
、
江

刈
川
と
岩
瀬
張
集
落
の
一
部
が
断

水
。
元
町
地
区
の
公
共
マ
ス
か
ら

雨
水
が
流
入
し
、
四
日
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
は
地
下
室
が
冠
水

し
ま
し
た
。
八
日
は
、
泉
田
の
水

源
地
か
ら
約
百
誡
に
わ
た
り
導
水

管
が
折
れ
た
た
め
、
水
が
濁
り
ま

し
た
。
上
平
地
区
も
断
水
と
な
り
、

町
は
自
前
の
給
水
タ
ン
ク
の
ほ
か

岩
手
町
と
一
戸
町
か
ら
も
借
り
て

応
急
給
水
を
始
め
ま
し
た
。

水
道
施
設
は
、
十
日
ま
で
に
す

べ
て
の
仮
復
旧
工
事
が
完
了
し
て

い
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

し
た
。

寺田から辰鼻までの給水活動。3日間で
給水車20台分（20,000㍑）になりました

災害を検証した茶屋場自治会

茶
屋
場
自
治
会
が
災
害
を
検
証

町
は
、
十
月
二
十
八
日
か

ら
十
一
月
二
日
ま
で
町
内
の

四
会
場
で
災
害
対
策
説
明
会

を
開
い
て
い
ま
す
。

初
日
の
茶
屋
場
自
治
会
館

に
は
、
町
、
県
関
係
者
を
含

め
七
十
六
人
が
出
席
。
被
害

の
概
要
や
土
木
、
農
林
、
商

工
関
係
の
状
況
と
今
後
の
対

応
を
説
明
し
ま
し
た
。

今
後
の
町
の
予
定
は
、
十

一
月
二
日
ま
で
に
被
災
地
を

確
定
し
、
委
託
料
を
予
算
化

し
た
後
、
測
量
設
計
を
実
施
。

十
二
月
初
旬
に
行
わ
れ
る
国

の
災
害
査
定
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。
災
害
復
旧
事
業

は
、
緊
急
性
の
高
い
も
の
か

ら
順
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
元
町
川
を
管
理
し

て
い
る
盛
岡
地
方
振
興
局
土

木
部
で
は
、
こ
の
よ
う
な
災

害
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
将
来
ま
で
見
込
ん
だ

環
境
に
や
さ
し
い
川
づ
く
り

を
住
民
と
と
も
に
進
め
た
い

と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

町
は
、
災
害
で
農
地
に
た

い
積
し
た
土
砂
な
ど
を
取
り

除
く
た
め
の
機
械
の
借
り
上

げ
（
五
万
円
以
上
か
か
る
場

合
）
に
対
し
、
助
成
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
種
相
談
窓
口
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い

●あわや床上浸水
平塚ミツ子さん(60歳・寺田)──────────────────

家には何度も水が上がっています
が、こんなに急に水が出たのは初めて
です。畳を起こし、荷物だけは保育園
に移させてもらいました。消防団に土
のうを何段も積んでもらったので、床
上浸水にはならずに助かりました。河
川がまっすぐ通ればいいと思います。

●水の大切さを知る
本宮 毅さん(43歳・泉田)──────────────────

給水車を利用し、普段は何とも思わ
ない水の大切さを知りました。家族７
人なので、炊事や歯磨き、特に洗濯に
は困りました。最初の日は、お風呂に
は入れない状態でした。これを機会に
防災用品や食料、水なども少しは用意
しておこうかと話し合いました。

●自然と向き合いながら
星野俊博さん(39歳・星野)──────────────────

星野川は、平成５年の災害復旧工事
で直した所は大丈夫でした。道路と川
の区別がつかないほど水が押し寄せ、
家の前は湖のようでした。目の前で町
道がえぐり取られて無くなりました。
この辺は農作物被害のほうが多いと思
います。農業は常に自然と向き合う暮
らしですが、今後も異常気象でこのよ
うなことが増えると思っています。

●この経験を生かしたい
第１分団長　本地成雄さん(52歳)──────────────────

管轄区域が一番の被災地となり、人
手も足りず、土のうをいくら積んでも
お手上げ状態でした。600個ぐらい積
んだ家もありますが、水の勢いに流さ
れ、手作業の限界を感じました。避難
誘導は早めに対応できましたが、避難
所の管理をもう少し徹底できればよか
ったと思っています。水の出やすい場
所も分かり、経験をこれからにつなげ
ていきたいと思います。

災害を経験して災害を経験して
災
害
の
概
要
と
対
応
の
方
向
性
を
お
知
ら
せ

し
た
説
明
会
（
茶
屋
場
自
治
会
館
）
館
館
館

4会場で災害状況を説明

●●● 相 談 窓 口● ● ●

① 罹災証明（印鑑・1通200円）盛岡中央消防署鐚巻分署蕁66-2709
② 生活相談　　　　　　　健康福祉課　 （蕁役場内線 150）
③ 住宅資金等の貸付相談　町社会福祉協議会 （蕁役場内線 580）
④ 税金の減免など　　　　住 民 課　　 （蕁役場内線 120）
⑤ 商工関係被害　　　　　企画財政課　 （蕁役場内線 220）
⑥ 農業関係被害　　　　　農林環境エネルギー課（蕁役場内線 140）
⑦ 土木関係被害　　　　　建設水道課　 （蕁役場内線 240）
⑧ そ　の　他　　　　　　総 務 課　　 （蕁役場内線 210）

総合防災訓練を行います────────────
町では大規模災害を想定し、次のとお

り総合防災訓練を実施します。
●日時　11月12日（日）９:00～10:30
●場所　守山乳業鐚巻工場付近

＊当日は、サイレンが鳴ります。火災
と間違えないようにお願いします。

教
訓
を
生
か
し
て

災
害
に
強
い
町
に

気
象
デ
ー
タ
で
は
年
々
、
台
風

や
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
多
発

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

災
害
時
の
心
得
は
「
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
」
こ
と
が
基
本
で

す
。
こ
れ
に
加
え
て
「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
考
え
方
が
地
域
防
災
力
の
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

町
も
こ
の
教
訓
を
生
か
し
、
職

員
の
連
絡
体
制
や
役
割
の
再
確
認
、

情
報
伝
達
の
方
法
な
ど
一
つ
一
つ

検
証
作
業
を
進
め
な
が
ら
、
災
害

に
強
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

災害への対応


